
2024.10.18 _o_e 

五

。

問

題

用

紙

は

「

八

枚

」

以

上

国 国 国 国 国

語 語 語 語 語 志
科 科 科 科 科 研願
内 内 内 内 内 示声

容 容 容 容 容 究 | .,.. 
指―

A 子 ｝ 子 ｝ 子 乎子 た子 導記
研 研 研 研 研 名入

究 究 究 究 究 し

指 指 指 指 指 た

導 導 導 導 導

五

指志

和 金 内 松 導願

田
味

井 山 木
百示菩

渕 希 i つ

望し

敦
典

景 精 正
教記

彦 子 也 、声C 員入

嗣 名し

た

］ 口口
日

代 国 本

文 古 語 解

戸子 典
｝ 子 答

文

＾ 
す

｝ 子 ＾ 己
ベ

日 き
本 問

語 題

教 ． 
云目 ヘ ゜

ヽ I 

＾ ＾ ^  
ジ

p p p 
． ． ． 

7 5 2 
s s s 
8 6 4 
ヽ ヽ ヽ

解

枚答必

枚 枚 枚 数用要
紙な

二
0
二
四
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程
＿
般
。
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題
〔
資
料
解
読
〕

【
教
科
教
育
学
専
攻
（
国
語
科
教
育
学
。
国
語
科
内
容
学
）

解
答
上
の
注
意

ー

。

教

科

教

育

学

専

攻

（

国

語

科

教

育

学

・

国

語

科

内

容

学

）

の

入

学

試

験

問

題

は

、

出

願

時

に

届

け

出

た

指

導

教

員

の

欄

に

従

い

、

表

の

解

答

す

べ

き

問

題

を

解

答

し

な

さ

い

。

ニ

。

解

答

用

紙

の

所

定

欄

に

受

験

番

号

・

氏

名

・

研

究

指

導

名

・

指

導

教

員

名

を

必

ず

記

入

す

る

こ

と

。

三

。

解

答

の

際

に

は

、

問

題

番

号

、

設

問

番

号

を

記

入

し

て

か

ら

解

答

す

る

こ

と

。

（

本

ペ

ー

ジ

含

む

）

で

す

。

（

例

「

問

題

一

ー

問

二

」

等

）

四

。

解

答

す

べ

き

問

題

以

外

を

解

答

し

た

場

合

、

当

該

解

答

は

「

0
点

」

と

な

り

ま

す

。

~ 

記

の

ー



動詞の定義及び分類

動詞は作用の概念を表はす詞である。

認識の対象たる現象には主体と作用との二面がある。「烏が飛ぶ」のも一つの現象であ

るが烏は主体で「飛ぶ」は作用である。主体たるべき方面は他の作用に対して客体たる場

合が有る。その場合には客体と作用とが一緒になつて一つの作用になるのである。主体た

るべき方面をその主体と客体とに共通な点から観察しで之を事物といふo名詞は事物を表

はし動詞は作用を表はす。

事物でも作用でも本体と属性との二方面がある。「彼の鳥」は一つの事物，「中々飛ぶ」

は一つの作用であるが「鳥」と「飛ぶ」は本体で「彼の」と「中々」は属性である。名詞
アゼタチープ

と動詞とは本体を表はし副詞と副体詞とは属性を表はす。勿論接続詞は副詞の一種，前置

詞は副詞又は副体詞の一種である。

自他動及び被使動を論ずるに必要な，動詞の分類は次の如くである。

ー，単詞的動詞と連詞的動詞 「行く」「帰る」「読む」「書く」などの様に一単詞より成

つて之を分解すれば詞でなくなる動詞を単詞的勁詞といふ。又「東京に行く」「国に帰る」

などの様に二詞以上が相連つて一つの事柄を表はして居るものも一つの動詞である。之を

①ユ紐逗邑といふ。連詞的動詞は対内的には二詞以上であるが，対外的には一詞である。

ニ単念動詞と複念動詞 「行く」「帰る」などは一動詞が一概念を表はすから単念動詞

である。併し「行かせる」「帰られる」などは「行か」と「せる」又は「帰ら」と「れる」

との二概念を表はして居る。こういふのは複念動詞である。供し「行きます」「行つた」な
’’',  9 9, 

Rどは複念ではない。連詞的動詞は皆複念ーである。

三，動作動詞と状態動詞 動詞は作用を表はす詞であるが作用には動作と状態との二種

がある。「波が起つ」は動作であるが「波が高い」は状態である。動作とは事物の作用を

時間といふ形式に由つて認識したものを云ひ，状態とは時間といふ形式に由らずに認識し

たものをいふ。

嚢に動作と状態との二種があるから，動詞は分れて動作動詞と状態動詞との二種とな

。 来は状態動詞を形容詞と云つて別の品詞としたが形容詞といふ名称は甚だ不都合で

竿。元来形容詞は Adjectiveの訳語であって叙述的能力の無い詞，換言すれば作用を表

はさずに唯属性だけ縛しますもので，日本語では「此の」「或る」「有ゆる」「大した」な

どの類である。然る一 本文典で動詞の一種なる「遠い」「長い」の類を形容詞といふの

は国語教授と英独語教授と並べ行ふ上に於て甚だ不都合だ。

動作動詞は動作を表はすのであるが動作には運動的動作と静止的動作と二種がある。そ

こで動作動詞は運動的動作動詞と静止的動作動詞との二種に分ける。

｛運動的動作｛：こ：：：：こ：庭ごご：＇雨話:f漏漏るれ 9る：：：や立立てちなこ

作用｛動作静止的動作｛意志的……父たり，母たり，堂々たり，麟たり。

自然的……父なり，母なり，美麗なり，遠かり。

状態………………………………遠し，近し，長し，短し。

運動的動作にも静止的動作にも各々意志的と自然的との別がある。「父たり」と「父な

り」との区別などがこれである。

1 管仲，斎に相たり 2 管仲は斎の相なり

1の「相たり」は意志的動作である。管仲に人格を認めて居る。管仲は「相たり」に対

する意志体である。意志体であるからその動作に対して自由を有して居ると同時にその動

作を為すには自己の努力を要する。それであるから「相たり」は管仲の一時的の動作であ

つて管仲の本性ではない。管仲の意志が変つて努力が消滅すれば「相たり」といふ動作は

同時に消滅ずるのである。所が2の「相なり」は管仲をその動作の主体とは見るが其の人

格を認めない。即ち意志体と見ない。管仲は「相なり」に対して全く意志がなく全く努

力を要しない代りに全く自由を持たない。「相なり」は管仲の一時的の出来事ではなく

管仲の本性を説明して居る。「名をや立てなむ」と「名をや立ちなむ」なども意志的と

自然的との別である。自動と他動とを論ずるに動作に意志的と自然的と両方有ることを

忘れてはならない。．

四、依拠性動詞と非依拠性動詞

鯉堡塁笠

星羞~ .劃祖遷五
墨墨E居る 且杢伝血至
人に堡五 友-E逢ふ

~ 

の一ーは依拠動詞である。依拠動詞は作用の概念を分解して作用其自身の概念と作用の

客体の概念との二つとし作用其の物が客体に依拠するとして両概念を統合し，客体の概

念を控除して作用其の物の概念のみを表はす動詞である。上の例の「乗る」は「舟」に

依拠し「先れる」は「椅子」に依拠し，自己は依拠に関して本体であって「舟」「椅子」

を客体とするが自己は唯その本体を表はすのみで客体は表はして居ない。客体は他詞

「舟」「椅子」をして表はさせるのである。此の客体を表はすものを客語と云ひ，客語を

有する「乗る」「先れる」などを帰着語といふ。

依拠動詞は帰着語になる。そうしてその客語は依拠的の客語「何々に」を用ゐる。

非依拠動詞は他物へ依拠しない動作を表はすもので「読む」「掠へる」「知る」「忘れ

る」などの類である。併し此れ等も之を依拠化せしめて用ゐる場合はある。

机に書を壁立 娘に着物を遊全五

墾天気を雄五 全琶旦私を忘庄五

の一ーなどは本来非依拠動詞であるものを特に依拠化した臨時の依拠動詞である。

依拠動詞の中「居る」「在る」等は其の動作が静止的であるがその他は進行的である。

そこで依拠動詞を静止的と進行的とに分ける。

五，出発性動詞と非出発性動詞

立盆含水が単五 星盆旦手紙が坐卒

彼の人から圃込盆 些堡蛮含且医土
の一は出発動詞である。•其処から出発する動作を表はしてゐる。その客語（＝）は

出発格（何々から）を用ゐる。

「読む」「栴へる」「死ぬ」「殺す」などは非出発動詞である。勿論「三頁から読む」「豆

か見闊輝へる」などの様に出発化せしめることは出来る。

ハ， 象動詞と属象動詞 主語を要しない動詞がある。「そうです」などはそうであ-る。これは作用の観念から主体の概念が分解されて居ないものである。作用が其れ自身

の作用なのである。一般の動詞はある主体に属する作用を表はすから属象動詞である。

例へば「花が咲く」の「咲く」は花といふ主体の属象を表はす。

七．帰着動詞と非帰羞動詞何等かの客体を有する動詞を帰着動詞といふ。例へば「花

を見る」「国に帰る」の「見る」「帰る」は「花」「国」を客体として意義が之に帰着する。

何等の客体をも有しない動詞を非帰着動詞といふ。「死ぬ」「泣く」「叫ぶ」などはそうだ。
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自動と他動

⑥動詞に自動性動詞と他動性動詞との別がある。此の区別は事物の作用に特別の材料を要

するかどうかの区別である。作用に特別の材料を要しない動詞を自動詞と云つて，作用に

特別の材料を要するものを他動詞といふのである。

1花が肱五 2風が花を監立立

人が廷庄 賊が人を墓土

1は自動で2は他動だ。「散る」「死ぬ」といふ動作には別に材料は要らない。単に「花」

「人」だけで出来る。併じ「散らす」「殺す」には動作の材料としての他物が要る。風は散

らすべき物無しに散らすことは出来ない。賊も殺すべきもの無しに殺すことは出来ない。

「花」「人」を作用の材料として作用の中へ引張り込まなければその動作が成立しない。併

し他物を材料に供用するといふことは，概念と概念との統合の形式上に於ていふのであっ

て実際の動作を云ふのではない。実際の動作はそれは一つの客観的現象であって自動，他

動の区別はない。地震が家を倒したのと家が地霙に因つて倒れたのとは実際の地震には区

別はない。唯人間が地震を主にして考へて他動的概念（倒す）を作り，家を主にして考へ

て自動的概念（倒れる）を作るだけであって実際の霙災に在つては二種の概念の対象たる

べき両面を持つて居るのである。他殺と自殺などでも人間が或る標準を設けて区別するだ

けで，考へ方に由つて他殺も人の揮ふ刀に由つて傷死したとも考へられ，自殺も社会の迫

害が人を殺したとも考へられる。それであるから動詞の自他動を文法上から区別するに自

殺と他殺を区別する様な非文法的標準を以て区別してはいけない。

従来他動詞を定義して他動詞は他を処置する動作を表はすものだと云つた。此の処置と

いふ語に拘泥して「犬が子供に食ひ附く」の「食ひ附く」を他動だと解いた学者もある。

「食ひ附く」は犬が子供を処置したので子供は大に痛痰を感ずるといふのである。「食ひ附

く」といふ動作は頭に害鴇心には相違ない。併し其れは事実上の問題で，犬其の物

が子供を処置したのであつ 食ひ附く」といふ概念が子供と云ふ概念と処置的に統合し

てゐるのではないから，他動詞とは云へない・。「犬が人を噛む」と云った場合には「噛む」

は他動である。それは人が迷惑するからではない。「噛む」といふ作用概念が「人」とい

ふ概念を自分の方へ引附けて自己の作用中に消化してその作用に対して材料化するといふ

形式を以て二概念が統合されるからである。・「子供」に「噛み附く」に至って「噛み附く」

は依拠動詞であって「噛み附く」といふ概念が子供の概念の方へ進行して子供の概念へ依

拠するのである。

自他動の別は概念運用の形式上に在る。概念と概念との統合上の関係に在る。即ち観念

が分解されて二概念となるその分解され方に在る。全く形式上の問題である。他動とは他

物の作用を自己の作用に同化することを云ふのである。「花が散る」の「散る」は花の作

用であって花の自動である。それを「風が花を散らす」といふとその「散らす」は花の作

用たる「散る」を風の作用に同化せしめて考へたのであって「散らす」は風の花に対する

他動である。「散らす」も風に対しては自動であるが花に対して他動なのである。元来同

じ事件であるが其れが甲の作用として観れば甲の自動で，乙の作用として観れば乙の甲を

客体とする他動なのである。全く唯観方の区別である。事件の実費は問題ではない。人が

他人に殺されずに病死した場合でも病気が人を殺したと考へられ，自殺した場合でも人を

その人自己が殺したと考へられ，又甲が乙を殺した場合でも乙が死んだと考へられる。唯

「犬が人を噛む」といふ様な場合に「噛む」を，人の動作を犬の動作に同化して考へたの

だと論ずる場合に他動詞は対称的他動詞，単独的他動詞の別を生ずる。

他動詞は作用の観念を分解して，作用其の物としての概念と，作用の材料としての概念

との二つとし，材料の概念を控除し作用其の物の概念だけを表はすものである。材科の概

念は控除してあるから其れだけは欠損になつてゐる。その欠損は他語をして表はさせる。

「何々を」は即ちそれである。此れは名詞の他動格を用ゐるのであって他動詞に対して他

動的客語と云はれ，他動詞の方は客語に対して帰着語と云はれる。他動詞はその他動的欠

損が客語に由つて補はれて始めて意味が具備するのである。

他動詞といふ概念の内包は上の説明で略盛きて居るが，その外延を説明するのに分類の

必要がある。

対称的自他動と単独的自他動

他動詞と自動詞と両々相対立して居るものを対称的自他動詞といふ。

動自 動 他

1花が塾吾 風が花を肱立土
0 0 

木が植狂五 虫が木を苗立土
0 0 

山が品土五△ 人が山を且五
0 0 

本が出る 本屋が本を単主
0 = 。

2人が哲基｝ 賊が人を堡立
0 0 

本が出悉五 学者が本を疵仝五
0 0 

碧が学校へ温ムゑ 親が了態を学校ヘム庄五

上の例は左欄でその作用の主体（o)として居るものを右欄では客体 (o）にして他物の

作用に同化せしめて居る。左欄と右欄とは主客が変つたゞけである。自他動の区別を教へ

るにはそういふ例が一番分り易い。

暉的自他動は多くは 1の様に活用を変へて区別するふ懃こは別々の詞を用ゐるのも

ある。 2はそれである。

自動 他動

風が吹く 風が木を吹く

人が笑ふ 人が貴方を笑ふ

子供が哭く 子供が餓を哭＜

人が饒舌る 人が下らぬことを饒舌る

上の様なのは対称的自他動ではない。之を図解すると次の様になる。

自動 他 動

風が吹く 天が風を（起す）

木が（靡く） 風が木を吹く

他動詞は作用の観念を分解して，作用其の物としての概念と，作用の材料としての概念

との二つとし，材料の概念を控除し作用其の物の概念だけを表はすものである。材料の概

念は控除してあるから其れだけは欠損になってゐる。その欠損は他語をして表はさせる。

「何々を」は即ちそれ＂である。此れは名詞の他動格を用ゐるのであって他動詞に対して他

動的客語と云はれ，他動詞の方は客語に対して帰着語と云はれる。他動詞はその他動的欠

損が客語に由つて補はれて始めて意味が具備するのである。

他動詞といふ概念の内包は上の説明で略盛きて居るが，その外延を説明するのに分類の

必要がある。

二
0
1

科
目
名
資
料
解
読

一
四
年
度

（
国
語
科
教
育
学
璽

早
稲
田
大
学
大
学
院

博
士
後
期
課
程

教
育
学
研
究
科

入
学
試
験
問
題

国
語
科
内
容
学
）

3
 



問
6

問
5

問
4

問
3

問
2

問
1

（

以

上

）

二
0
二
四
年
度博

士
後
期
課
程

下
線
部
①
に
つ
い
て
、
現
代
の
動
詞
で
は
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
か
を
述
べ
な
さ

い
。
ま
た
下
線
部
②
に
つ
い
て
、
「
行
き
ま
す
」
「
行
っ
た
」
は
「
複
念
」
で
は
な
く
、
「
行

か
せ
る
」
「
帰
ら
れ
る
」
は
「
複
念
」
、
つ
ま
り
「
連
詞
的
動
詞
」
と
言
え
る
の
は
な
ぜ

か
、
説
明
し
な
さ
い
。

下
線
部
③
ふ
空
に
つ
い
て
、
松
下
が
こ
の
よ
う
に
「
不
都
合
」
と
述
べ
て
い
る
の
は

な
ぜ
だ
と
思
う
か
。
日
本
語
と
英
語
に
お
け
る
、
い
わ
ゆ
る
「
形
容
詞
」
の
位
置
づ
け

の
違
い
に
言
及
し
な
が
ら
、
具
体
例
を
挙
げ
て
詳
し
く
説
明
し
な
さ
い
。

下
線
部
⑤
の
動
詞
の
存
在
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
、
自
身
の
考
え
を
述
べ
な
さ
い
。

下
線
部
⑥
・
⑦
を
も
と
に
、
松
下
の
動
詞
の
自
他
に
つ
い
て
の
捉
え
方
を
説
明
し
な

さ
い
。
そ
の
上
で
、
特
に
「
に
」
格
を
取
る
動
詞
の
位
置
づ
け
を
ど
う
す
る
か
に
つ
い

て
、
現
代
の
動
詞
の
自
他
論
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
自
身
の
意
見
を
ま
と
め
な
さ
い
。

下
線
部
⑧
の
よ
う
な
自
他
対
応
の
捉
え
方
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
、

を
述
べ
な
さ
い
。

自
身
の
考
え

下
線
部
⑨
・
⑩
に
つ
い
て
、
「
単
独
他
動
詞
」
は
対
に
な
る
自
動
詞
が
な
い
わ
け
だ
が
、

自
動
詞
的
な
描
き
方
を
し
た
い
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
な
表
現
し
て
い
る
と
思
う
か
。

ヴ
ォ
イ
ス
の
体
系
に
つ
い
て
も
言
及
し
な
が
ら
説
明
し
な
さ
い
。

若し「風加次く」の「吹く」が活用を変へるかどうかして「風を起す」といふ様な具合

の意味に使はれるならば，其れは他動の「吹く」に対する対称的自動と云へる。「木を吹

く」の「吹く」も「木が靡く」といふ様な具合の意味に使はれるならば其れは他動の「吹

く」に対する対称的自動と云へるのであるが不幸にしてそういふ用法が無い。自動の「吹

く」は他動の「吹く」とは対称的でない。喩へば此の二者は父子の関係ではなく伯父と姪

の関係だ。子は子だが自分の子ではなくて自分の兄弟の子だ。伯父に子が無く姪に父が無

いために知らない人は二人を親子と思ふかも知れないが其れは違ふ。． ． 

こういふ動詞は動作の材料たるものに対して明確な概念が起らずに没然動作を考へた場

合には自動詞となり，材料の概念が明確に分解された場合には他動詞となるのである。名

を附けたら明暗自他動とでも云へようか。

他動詞が有つて其れに対する自動詞の｀無いものを単独他動と云ひ，其の反対を単独自動

といふ。

本を監立 字を査土

水を認立 茶を低立

鼓を虹三 笛を迭土

人を藍五

の一の様なのは叫掛他::::翌に輝的なる自動詞は無い。併しそれは詞が無い

だけでその概念は作れないことはない。例へば若し茶に意志が有つて茶の方が茶碗を持ち

上げて進んで人の口へ這入る危魯ことが有るとしたら「飲む」の自動詞が出来るであらう。

そういふ事は無いにしても若．、の方を主にして云ふ習慣が生ずれば「飲む」の自動が出

来る訳であ999いる。現に「売る」などは元来単独他動詞であったのであるが，商人が品物を主

にしていふ習慣が出来た為に「彼の本は売れました」など、いふ。此の「売れる」は「売

る」の対称的自動詞である。「読める」「飲める」などの様な可能動の意味を持つたものと

は違ふ。

「人が茶を飲む」の「飲む」は茶の動作を人の動作に同化させて考へた概念である。茶

の動作は茶が人の口ヘ這入ることである。吾々の頭にそういふ概念が起つて居らないから

そういふ意味の自動詞がないので，概念は無くて直観的の観念は有る。その観念を概念に

する場合に茶の自動とせずに人の他動とした概念即ち「飲む」が生じたのである。

人が居る 父母が有る

空が冴える． 人が眠る

雨が陸五 日が影る

彼は学生である 此れは私の帽子でございます

の一ーなどは単独自動詞である。之に対称的な他動詞が無い。併し其れは詞が無いだけで

概念の成立は可能である。現に漠文では「我有父母」の「有」は日本語の「有る」に対称

的な他動であり「若不施徳悪能有天下」の「有」は「在」に対称的なる他動である。

前に挙げた「風が吹<」--「風が木を吹く」などは対称的自他動ではな＇いからその自

動の方は単独的自動で，他動の方は単独的他動である。

状態動詞は従来形容詞と称して自動でも他動でもない様に考へたが矢張り自他動の中に

在る。近時の文語や口語では状態動詞は大体単独自動だ。

科

目

名

資

料

読

（
国
語
科
教
育
学
編
国
語
科
内
容
学
）

入
学
試
験
問
題

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

旦



B □] 
書
湖
陰
先
生
壁
二
首
鷹
屠
也
。

二
0
二
四
年
度

中
国
古
典
文
学

〔
設
問
〕
は
、
次
の
ペ
ー
ジ

科
目
名
資
料
解
読

博
士
後
期
課
程

（
国
語
科
教
育
学
霞
国
語
科
内
容
学
）

教
育
学
研
究
科

入
学
試
験
間
題

A
は
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
の
『
王
荊
公
詩
註
』
五
十
巻
の
提
要
、
B
は
A
の
対
象
で
あ
る
『
詩
註
』
の
一
部
で

あ
る
。
A
.
B
二
種
の
資
料
を
読
み
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

A

宋

李

壁

撰

。

考

宋

史

及

諸

刊

本

、

壁

或

従

玉

作

璧

。

然

壁

為

李

煮

第

三

子

、

其
兄
日
厘
日
塾
、
其
弟
日
墜
、
名
皆
従
土
、
則
作
璧
誤
叫
『
。
壁
字
季
章
、
琥
雁

湖
居
士
、
初
以
蔭
入
官
、
後
登
進
士
。
寧
宗
朝
累
遷
證
部
尚
書
参
知
政
事
兼
同

知
櫃
密
院
事
、
謡
文
斃
、
事
蹟
具
宋
史
本
偲
。
是
書
乃
其
鏑
居
臨
川
時
所
作
。

劉
克
荘
後
村
詩
話
、
嘗
謙
其
註
蹄
腸
一
夜
饒
鍾
山
句
、
引
韓
詩
不
引
呉
志
、
註

世
論
妄
以
晶
疑
泳
句
、
引
荘
子
不
引
慮
鴻
一
・
唐
彦
謙
語
、
指
為
疎
漏
。
然
刈

致
拮
披
蒐
採
、
具
有
根
握
、
疑
則
醐
之
、
非
穿
堅
附
會
者
比
。
原
本
流
偉
絶
少
、

故
近
代
蔵
書
家
倶
不
著
録
。
海
甕
張
宗
松
得
元
人
粟
本
、
始
為
校
刊
。
集
中
古

今
髄
詩
、
以
世
行
臨
川
集
校
之
、
増
多
七
十
二
首
、
其
所
侠
者
附
録
巻
末
。
考

葉
紹
翁
四
朝
聞
見
録
、
稲
開
蒻
初
韓
平
原
欲
興
兵
、
遣
張
嗣
古
視
敵
、
張
還
、

大
彿
韓
旨
。
復
遣
壁
、
壁
還
、
典
張
異
詞
、
階
是
進
政
府
云
云
。
是
壁
附
和
櫂

姦
、
以
致
喪
師
辱
國
、
賓
堕
其
家
臀
、
其
人
殊
不
足
重
、
而
箋
繹
之
功
、
周
叫
『

倒
叶
固
典
安
石
之
詩
、
均
不
以
人
塵
云
゜

早
稲
田
大
学
大
学
院

一
水
護
田
賂
緑
遠
。

塁
震
掃
静
無
苔
，
花
木
成
畦
手
自
栽
゜
嗜
＇
畔

□□□
＂
]

潤
往
往
起
亭
，
而

11、
凜
庫
皆
有
田
卒
数
百
人
，
置
使
者
、
校
尉
領
護
。
」

11曰
：
「
統
領
面
出
盟
誹
闊
立
竿
育
本
＾
゜

堡
喜
田
之
事
也
。
」
又

．．
 

「

II：
可
遣
屯
田
卒
詣
故
嘩
澤
以
東
，
置
校
尉
二
人
分
護
。
」

0
国
代
l
i
詩
：
「
地
隈
一
水
巡
城
轄
，
夭
約
露
山
附
郭
来
。
」

0
冷
齋
夜
話
云
：
「
山
浴
嘗
見

11於
l
t
，
因
問
：
「
丞
相
近
有
何
詩
？
』
園
松

指
壁
上
所
題
雨
句
云
：
「
一
水
護
田
云
云
，
此
近
所
作
也
。
』
」

0
石
林
詩
話
云
：
面
穴
ム
詩
，
用
法
甚
厳
，
尤
精
於
封
偶
。
嘗
云
：
『
用
漢
人
語
，
止

可
以
漢
人
語
酎
，
若
参
以
異
代
語
，
便
不
相
類
。
』
如
此
句
「
護
田
」
、
．
『
排
閾
』
之
類
，
皆
漢
入
語
也
。
此
法

霞
用
之
，
不
覺
拘
窟
。
」

0
如
涵
幽
電
作
阿
蘭
若
，
凄
幽
身
蹄
翠
堵
波
」
者
，
以
梵
語
封
梵
語
，
亦
此
類
。

漂
西
域
偲
序
云
：

「
自
灘
漏
西
至
鷹

「
漠
隋
乃
排
闊
直

人
大
臣
随
之
。
」

ぐ



〔
設
問
こ
A
の
傍
線
ー
「
考
宋
史
：
・
…
璧
誤
也
」
を
書
き
下
し
文
に
改
め
よ
。

〔
設
問
二
〕
A
の
傍
線
2
「
大
致
据
：
・
…
會
者
比
」
を
書
き
下
し
文
に
改
め
よ
。

〔
設
問
三
〕
A
の
傍
線
3
「
是
壁
附
…
…
人
陵
云
」
を
①
書
き
下
し
文
に
改
め
、
②
現
代
語
訳
せ
よ
。

〔
設
問
四
〕
B
の
後
ろ
か
ら
三
行
目
「
石
林
詩
話
云
」
か
ら
最
後
の
「
亦
此
類
」
ま
で
を
書
き
下
し
文
に
改

め
よ
。

〔
設
問
五
〕
B
の
詩
（
「
書
湖
陰
先
生
壁
二
首
」
其
一
）
の
本
文
（
「
茄
篭
長
…
…
送
青
来
」
）
を
、
①
書
き

下
し
文
に
改
め
、
②
現
代
語
訳
せ
よ
。

科
目
名
資
料
解
読

博
士
後
期
課
程

二
0
二
四
年
度

以

上

（
国
語
科
教
育
学

11

国
語
科
内
容
学
）

教
育
学
研
究
科

入
学
試
験
問
題

早
稲
田
大
学
大
学
院

／
／
杓
）



二
0
二
四
年
度

一
、
次
に
示
す
の
は
、
水
上
滝
太
郎
の
小
説

章
を
読
み
、
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

曰
近
代
文
学

「
山
の
手
の
子
」

科
目
名
資
料
解
読

博
士
後

（
『
三
田
文
学
』

程

入

学

一
九
―
一
年
七
月
号
）

そ
れ
は
副
ご
に
早
春
の
事
で
あ
っ
た
。
日
毎
に
一
人
で
訪
づ
れ
る
崖
に
は
一
夜
の
中
に
著
し
く
延
び
て
緑
を
増
す
雑
草
の
中
に
見
る
限
り

い
た
い
た
草
の
花
が
咲
い
て
居
た
。
そ
の
草
の
中
に
ズ
グ
ズ
グ
と
抜
出
た
四
瞬
を
取
る
為
に
眼
下
に
打
続
く
裏
長
屋
の
子
供
等
が
、
螂
し

み
な
り

い
崖
の
草
の
中
を
が
さ
が
さ
あ
さ
つ
て
居
た
。
小
汚
な
い
服
装
を
し
た
鼻
垂
し
で
は
あ
っ
た
が
犬
の
や
う
に
軽
快
な
身
の
こ
な
し
で
、
群
を

ほ

し

い

ま

ま

．

が

け

作
つ
て
放
葬
に
遊
び
廻
つ
て
居
る
の
が
遊
相
手
の
無
い
私
に
は
何
ん
な
に
懐
し
く
も
羨
し
く
思
は
れ
た
ら
う
。
足
の
下
を
覗
く
や
う
に
崖

端
へ
出
て
、
自
分
が
一
人
ぼ
っ
ち
で
立
つ
て
居
る
事
を
子
供
等
に
知
つ
て
貰
ひ
度
い
と
思
っ
た
が
此
方
か
ら
声
を
掛
る
程
の
勇
気
も
な
か

っ
た
。
全
く
違
っ
た
国
を
見
る
や
う
に
一
挙
一
動
の
掛
放
れ
た
彼
等
と
、
自
分
も
同
じ
ゃ
う
に
振
舞
ひ
度
い
と
思
つ
て
手
の
届
く
所
こ
生
へ

て
居
る
虎
杖
を
力
知
郷
に
ゃ
つ
ど
抜
い
て
、
子
供
た
ち
の
す
る
や
う
に
青
い
柔
い
茎
を
噛
ん
で
も
見
た
。
し
ぐ
じ
ぐ
と
冷
め
度
い
す
記
2

ぃ
草

う

ろ

の
汁
が
虫
歯
の
虚
孔
に
泌
み
入
っ
た
。

r

斯
う
し
た
果
敢
な
い
子
供
心
の
遣
瀬
な
さ
を
感
じ
な
が
ら
日
毎
同
じ
場
所
に
立
つ
御
屋
敷
の
子
の
白
い
エ
プ
ロ
ン
を
掛
け
た
小
さ
い
姿

か
わ
ら

を
、
や
が
て
長
屋
の
子
ら
が
崖
下
か
ら
認
め
た
迄
に
は
、
如
何
に
か
し
て
、
自
分
の
存
在
を
彼
等
に
知
ら
せ
や
う
と
す
る
瓦
を
積
ん
で
は

は

か

り

ご

と

あ

だ

め

ぐ

と

う

と

う

て

だ

て

．

B

崩
す
や
う
な
取
り
止
め
も
無
い
謀
略
が
幼
い
胸
中
に
幾
度
か
徒
事
に
廻
ら
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
遂
々
何
の
手
段
を
も
自
分
か
ら
す
る
事

び
つ
く
り

な
く
或
日
崖
下
の
子
の
一
人
が
私
を
見
付
て
く
れ
た
が
偶
然
上
を
見
た
子
が
意
外
な
場
所
に
仔
む
私
を
見
る
と
さ
も
吃
驚
し
た
や
う
な
顔

ヽ

．

、

さ

さ

や

を
し
て
仲
間
の
者
に
ひ
そ
ひ
そ
と
私
語
く
気
配
だ
っ
た
。
か
さ
か
さ
草
の
中
を
潜
つ
て
居
た
子
供
の
顔
は
人
馴
ぬ
獣
の
や
う
に
疑
深
い
眼
付

で
一
様
に
私
を
仰
ぎ
見
た
。

其
の
翌
日
。
も
う
長
屋
の
子
と
友
達
に
な
っ
た
や
う
な
気
が
し
て
、
い
つ
も
よ
リ
も
勇
ん
で
私
は
崖
に
立
つ
て
待
つ
て
居
た
。
や
が
て
が

や
が
や
列
を
作
つ
て
や
つ
て
来
た
子
供
達
も
私
の
姿
を
見
て
怪
し
ま
な
か
っ
た
。

『
坊
ち
ゃ
ん
、
お
遊
び
な
。
』

と
軽
く
節
を
付
け
て
昨
日
私
を
見
付
け
た
子
が
馴
々
し
く
呼
ん
だ
。
私
は
何
と
答
へ
て
い
ヽ
の
か
解
ら
な
か
っ
た
。
『
町
つ
子
と
遊
ん
で

は
い
け
ま
せ
ん
。
』
と
云
っ
た
乳
母
の
言
葉
を
想
起
し
て
何
か
大
き
な
悪
い
事
を
し
て
し
ま
っ
た
や
う
に
心
を
痛
め
た
。
そ
れ
で
も
、

『
坊
ち
ゃ
ん
お
出
で
よ
。
』

ひ

と

こ

と

ふ

た

こ

と

い

た

ず

ら

つ

こ

く

と
気
軽
に
呼
ぶ
子
供
に
誘
は
れ
て
、
つ
い
一
言
二
言
は
口
返
へ
し
を
す
る
や
う
に
な
っ
た
が
悪
戯
子
も
、
流
石
に
高
い
崖
を
攀
登
つ
て

来
る
事
は
出
来
な
い
の
で
大
き
な
声
で
呼
び
交
す
よ
り
詮
方
が
無
か
っ
た
。

此
様
な
日
が
続
い
た
或
日
、
崖
上
の
私
を
初
め
て
発
見
し
た
魚
屋
の
金
ち
ゃ
ん
は
表
門
か
ら
町
へ
出
て
来
い
と
云
ふ
智
恵
を
私
に
与
へ
た
。

し
ば
ら
く

暫
時
は
不
安
心
に
思
ひ
迷
っ
た
が
遊
び
度
い
一
心
か
ら
産
婆
や
看
護
婦
に
ま
じ
つ
て
乳
母
も
女
中
達
も
産
所
に
足
を
運
ん
で
居
る
最
中
を

私
の
小
さ
な
姿
は
黒
門
を
忍
び
出
た
の
で
あ
る
。
曾
て
一
度
も
人
手
を
離
れ
て
家
の
外
を
歩
い
た
事
の
無
か
っ
た
私
は
、
烈
し
い
車
馬
の
往

来
が
危
つ
か
し
く
て
、
折
角
出
た
門
の
柱
に
噛
り
付
い
て
不
可
思
議
な
世
間
の
活
動
を
臆
病
な
眼
で
見
て
居
る
の
で
あ
っ
た
。

う

ら

ら

か

か

け

く

だ

く

る

ま

麗
な
春
の
昼
は
、
勢
よ
く
坂
を
馳
下
つ
て
行
く
俸
の
輪
が
あ
げ
る
軽
塵
に
も
知
ら
れ
た
。
目
ま
ぐ
る
し
い
坂
下
の
町
を
暫
眺
め
て
居

る
と
天
か
ら
地
か
ら
満
ち
溢
れ
た
日
光
の
中
を
影
法
師
の
や
う
な
一
隊
が
横
町
か
ら
現
は
れ
て
坂
を
上
つ
て
来
た
。

『
坊
ち
ゃ
ん
お
遊
び
な
。
』

と
遠
く
か
ら
声
を
揃
へ
て
迎
へ
に
来
た
町
つ
子
を
近
々
と
見
た
時
私
は
思
は
ず
門
内
に
馳
込
ん
で
了
っ
た
。
汚
な
ら
し
い
着
物
の
、
埃
ま

て
ん
で

み
れ
の
顔
の
、
眼
ば
か
り
光
る
鼻
垂
し
は
手
々
に
棒
切
を
持
つ
て
居
た
。

『
坊
ち
ゃ
ん
、
お
出
で
な
皆
で
遊
ぶ
か
ら
よ
。
』

と
し
か
さ

中
で
は
一
、
番
年
増
の
金
ち
ゃ
ん
は
尻
切
草
履
を
引
ず
つ
て
門
柱
に
手
を
掛
け
な
が
ら
扉
の
陰
に
か
く
れ
て
恐
々
覗
い
て
居
る
私
を
誘
つ

た
。
坊
ち
ゃ
ん
の
小
さ
い
姿
は
町
つ
子
の
群
に
取
巻
か
れ
て
坂
を
下
っ
た
。

間
も
無
く
私
は
兄
に
な
っ
た
。
其
の
当
座
の
混
雑
は
、
私
を
し
て
自
由
に
町
つ
子
と
な
る
機
会
を
与
へ
た
。
或
は
邪
魔
者
の
居
な
い
方
が

か
ヽ
る
折
に
は
結
句
い
ヽ
と
思
っ
て
家
の
者
は
知
つ
て
も
黙
つ
て
居
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

ひ
け

比
較
的
に
気
の
弱
い
お
屋
敷
の
子
は
荒
々
し
い
町
つ
子
に
混
つ
て
負
を
取
ら
な
い
で
遊
ぶ
事
は
出
来
な
か
っ
た
が
彼
ら
は
物
珍
し
が
つ

て
私
を
ば
ち
ゃ
ほ
や
す
る
。
私
は
又
何
を
し
て
も
敵
ひ
そ
う
も
な
い
喧
嘩
早
い
子
供
達
を
恐
い
と
は
思
ひ
つ
ヽ
も
窮
屈
な
陰
気
な
家
に
居

る
よ
り
も
誰
に
咎
め
ら
れ
る
事
も
無
く
気
ま
ま
に
土
の
上
を
馳
廻
る
の
が
面
白
く
て
、
遊
び
に
疲
れ
た
別
れ
際
に
『
明
日
も
き
つ
と
お
出
で
』

と
云
は
れ
る
ま
ヽ
に
日
毎
に
其
の
群
に
加
っ
た
。

問
一
こ
の
場
面
か
ら
は
、
「
私
」
と
「
町
っ
子
」
の
ど
ん
な
関
係
が
読
み
取
れ
る
か
、
説
明
し
な
さ
い
。

問
二
こ
の
場
面
の
語
り
や
表
現
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
指
摘
で
き
る
か
。
小
説
本
文
を
根
拠
に
し
な
が
ら
、
あ
な
た

の
考
え
を
述
べ
な
さ
い
。

（
国
語
科
教
育
学
“
国
語
料
内
容
学
）

問

の
一
節
で
あ
る
。
文

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

rl 



問

本

文

一

行

目

「

児

童

図

は

非

常

に

改

善

さ

れ

た

」

と

あ

る

が

、

具

体

的

に

児

童

向

け

の

出

版

物

が
ど
う
変
化
し
て
い
っ
た
の
か
。
当
時
の
状
況
と
あ
わ
せ
て
論
じ
な
さ
い
。

問
二
こ
こ
で
対
象
と
な
っ
て
い
る
時
期
に
書
か
れ
た
日
本
の
小
説
、
ま
た
は
評
論
を
自
由
に
一

あ
げ
て
、
こ
の
資
料
と
関
わ
ら
せ
な
が
ら
論
じ
な
さ
い
。

つ
と
り

二、

次
の
文
章
を
読
ん
で
以
下
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

昨
今
、
兒
童
圏
書
は
非
常
に
改
善
さ
れ
た
と
い
ふ
藁
を
聞
く
。
な
る
ば
ど
一
時
か
ら
見
た
ら
、

羞
圏
書
は
全
般
的
に
向
上
し
た
と
言
へ
る
だ
ら
う
。
し
か
し
、
と
れ
が
果
し
て
積
晨
的
な
内
容
の

改
善
を
意
味
し
、
兒
童
圏
書
の
質
的
向
上
と
言
へ
る
か
ど
う
か
，
試
み
に
昭
和
十
四
年
に
薇
行
さ
れ

た
輩
行
本
三
七

0
種
に
つ
い
て
見
る
と
、
童
話
八
九
種
、
少
年
睛
談
三
七
種
、
漫
璽
1

六
種
、
冒
険

盆
竺
一
種
、
少
年
少
女
小
説
ニ
一
種
、
科
學
一
、
五
種
、
停
記
六
種
、
歴
史
七
種
≫
そ
の
他
「
四
八

種
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
十
五
年
八
月
現
在
ま
で
に
登
行
さ
れ
た
二
八

0
種
の
箪
行
本
に
つ
い
て
見

る
と
、
童
話
一
ー
一
種
、
少
年
少
女
小
説
三
四
種
、
漫
壷
四
一
1

一
種
、
科
學
一
三
種
、
停
記
―
二
種
、

歴
史
二
種
、
少
年
睛
談
九
種
、
そ
の
他
四
七
種
で
あ
る
。

と
の
統
計
を
比
較
し
て
見
る
と
、
十
五
年
は
科
學
が
前
年
の
十
二
月
現
在
の
一
五
種
に
競
し
て
≫

八
月
現
在
で
既
に
1

三
種
を
敷
へ
て
、
そ
の
躍
進
を
約
束
し
て
ゐ
る
。
ま
た
少
年
購
談
は
、
十
四
年

の
I
-
1

七
種
に
比
し
て
、
十
五
年
は
僅
か
九
種
で
あ
る
。
漫
壷
が
十
四
年
の
二
六
種
に
比
し
て
、
十
五

年
は
既
に
四
三
種
を
敷
へ
て
ゐ
る
。

ま
た
童
話
炉
昭
和
十
四
年
の
八
九
種
に
比
し
て
、
十
五
年
は
早
く
も
一
―
一
種
に
及
ん
で
ゐ
る
。

こ
の
童
話
の
数
は
雨
年
を
通
じ
て
断
然
他
を
塵
し
て
ゐ
る
こ
と
が
目
立
つ
。

こ
の
や
う
に
見
て
く
る
と
、
兒
童
圏
書
の
出
版
は
、
全
般
的
に
は
依
然
と
し
て
、
賣
れ
る
か
ら
出

す
、
子
供
が
好
む
も
の
を
出
す
と
い
ふ
、
振
め
て
商
業
主
義
的
出
版
企
畳
に
よ
っ
て
ゐ
る
こ
と
炉
判

る
出
版
企
壷
の
基
準
は
、
國
民
文
化
に
寄
典
す
る
か
否
か
、
國
民
大
衆
の
数
化
に
査
す
る
か
否
か
と

い
ふ
酷
に
あ
る
べ
き
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
を
兒
童
圏
審
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
そ
れ
が

子

供

の

心

性

や

生

活

を

高

め

る

か

否

か

と

い

ふ

と

と

に

あ

る

。

．

．

兒
童
圏
審
の
出
版
は

4

そ
の
や
う
な
文
化
性
｀
。
数
育
性
炉
、
出
版
企
豊
の
第
一
條
件
と
し
て
考
慮

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
子
供
の
好
み
と
い
ふ
こ
と
は
、
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
そ
れ
が
兒
童
圏
書
出
版
企
蜜
の
第
一
條
件
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
し
て
子
供
の
典
味
に

追
障
す
る
こ
と
は
、
兒
童
圏
書
と
し
て
の
根
本
條
件
を
無
蔵
し
た
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
漫
蜜
に

し
て
も
、
子
供
炉
好
む
か
ら
と
い
ふ
よ
り
も
、
子
供
に
と
つ
て
漫
壷
が
必
要
で
あ
る
か
否
か
と
い
ふ

と
と
が
｀
充
分
に
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

子
供
は
批
判
ガ
を
持
た
な
い
と
同
時
に
、
自
分
た
ち
に
典
へ
ら
れ
る
厩
書
に
つ
い
て
何
等
の
後
言

も
し
な
い
。
従
っ
て
兒
童
圏
害
は
、
完
全
に
著
者
に
よ
っ
て
、
出
版
業
者
に
よ
っ
て
典
へ
ら
れ
る
も

の
で
あ
っ
て
｀
子
供
の
要
求
に
従
っ
て
作
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
特
殊
の
性
格
炉
f
良
い
も

の
を
選
ん
で
典
へ
る
と
い
ふ
役
割
を
出
版
業
者
に
課
す
る
諧
で
あ
る
。
子
供
の
た
め
と
あ
れ
ば
、
商

業
主
義
の
多
少
の
犠
牲
を
忍
，
ん
で
も
、
良
い
も
の
を
出
版
す
る
だ
け
の
情
熱
と
見
識
と
を
、
兒
童
圏

審
を
出
版
す
る
ほ
ど
の
出
版
人
に
は
誰
で
も
持
つ
て
貰
ひ
た
い
も
の
で
あ
る
。
兒
童
圏
書
に
関
す
る

限
●
は
、
二
加
の
低
俗
な
も
の
も
な
い
と
い
ふ
と
と
で
あ
っ
て
欲
し
い
。
ど
こ
で
ど
ん
な
子
供
が
手

に
と
つ
て
も
、
そ
の
綿
て
が
上
述
の
や
う
な
文
化
性
。
敬
育
性
を
持
っ
た
圏
書
で
あ
る
と
心
ふ
こ
と

で
な
け
れ
ば
、
到
底
、
無
批
判
。
無
選
握
の
兒
童
に
正
し
い
指
蕩
を
典
へ
｀
良
い
文
化
を
普
及
・
せ
し

め
る
と
い
ふ
｀
兒
童
圃
害
出
版
の
理
想
は
逹
し
得
ら
れ
ぬ
と
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

科

目

名

資

料

解

（
国
語
科
教
育
学
二
国
語
科
内
容
学
）

博
士
後

程
入
学
試
験
問
題

二
0
二
四
年
度

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

い
パ
〉



← 

科
目
名
資
料
解
手

【
教
科
教
育
学
専
攻

碑

（
国
語
科

博
士
後
期
課
程

教
育
学
。
国
語
科
内
容
学
）
】

般
・
外
国
学
生
入
学
試
験
解
答
用
紙

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
妥
圭
研
究
科



→ 

J
こ
ま
で

裏
面
を
使
用
す
る
揚
合
こ
こ
か
ら
記
入
す
る
こ
と

← 
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